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町
民
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
栄
え

あ
る
新
年
を
祝
福
で
き
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。「

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

古
い
言
葉
で
す
が
、
常
に
新
し
い

意
味
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
そ
う
新

た
な
、
意
義
あ
る
心
豊
か
な
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
、
町
民

が
よ
り
住
み
よ
い
生
活
が
で
き
る

よ
う
基
本
と
な
る
設
計
を
見
つ
め

な
お
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
お
ひ

と
り
お
ひ
と
り
が
、
よ
り
よ
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
勇
往
ま
い

進
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
４
月
か
ら
の
「
自

治
会
」
制
度
へ
の
移
行
を
目
指
し

て
、
昨
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
、
区

長
会
、
町
議
会
を
中
心
に
研
究
と

努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
職
員
も
ま
た
一
丸
と
な
っ
て

支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
し
て
、
実
現
へ
向
け
て
着
実
に

地
歩
を
固
め
て
お
り
ま
す
。「
自

治
会
」
は
「
地
域
の
人
達
が
よ
り

よ
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
協
働

体
」
を
創
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

中
、
町
と
自
治
会
が
連
携
し
な
が

ら
、
自
分
達
の
地
域
は
、
自
分
達

で
守
り
、
育
て
る
と
い
う
、
正
に

地
方
自
治
の
原
点
の
確
立
を
計
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
本
格
運
用
と
な

り
、
一
日
４，

０
０
０
台
超
が
利

用
さ
れ
、
日
本
一
の
利
用
台
数
と

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
町
に
進
出

す
る
企
業
も
増
え
て
く
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
躍

を
と
げ
る
た
め
に
交
通
ア
ク
セ
ス

と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
た
め
、

群
馬
県
や
近
隣
市
町
村
に
協
力
を

求
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
目
指
し
ま
す
。

前
渋
バ
イ
パ
ス
の
工
事
も
進

み
、
漆
原
に
予
定
し
て
い
る
道
の

駅
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

に
「
道
の
駅
整
備
検
討
委
員
会
」

と
部
会
に
お
願
い
し
て
、
場
所
の

選
定
や
運
営
方
法
な
ど
検
討
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
先

見
洞
察
し
、
単
な
る
通
過
点
の
休

憩
所
で
な
く
、
地
場
野
菜
を
中
心

と
す
る
、「
地
産
地
消
」
を
第
一

目
的
と
と
ら
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
直
売
所
を
考
え
た
経
営
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
高
渋
バ
イ
パ

ス
も
確
実
に
進
展
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ

ア
吉
岡
は
、
ま
ず
は
通
年
券
を
再

開
し
ま
し
た
。
温
水
プ
ー
ル
再
開

に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
対
策
と

位
置
づ
け
、
い
ち
早
く
、
温
泉
施

設
の
管
理
な
ど
に
係
る
調
査
研
究

懇
談
会
で
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

英
知
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。更
な
る
原
油
の
高
騰
で
、

再
開
に
向
け
て
の
状
況
は
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
温
暖
化
問
題

を
考
え
た
と
き
、
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
検
討

し
た
中
で
、
再
開
を
目
途
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
も
中
学
生
の
総
体
、
文
化

活
動
な
ど
の
大
活
躍
が
あ
り
ま
し

た
。
駅
伝
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
陸
上
部
な
ど
、

県
大
会
優
勝
に
続
い
て
関
東
大
会
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に
出
場
。
特
筆
す
べ
き
は
駅
伝
部

の
男
女
そ
ろ
っ
て
の
出
場
で
す
。

男
子
は
み
ご
と
３
位
に
入
賞
し
、

山
口
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で

は
、
４
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
文
化
面
の
英
語

弁
論
大
会
、
各
種
ポ
ス
タ
ー
や
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
な
ど
、

紹
介
し
た
く
と
も
紙
面
が
足
り
ま

せ
ん
。
吉
岡
中
が
正
に
「
文
武
両

道
」
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
町

の
将
来
を
背
負
う
若
者
へ
の
期
待

は
、
心
豊
か
な
町
づ
く
り
の
土
台

で
あ
る
と
確
信
す
る
と
と
も
に
、

夢
と
希
望
を
も
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
”あ
り
が
と
う
“

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
ご

健
康
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



た
が
、
全
体
で
は
民
主
党
が
圧
勝

し
ま
し
た
。

９
月
に
は
安
倍
総
理
が
辞
職

し
、
10
月
に
は
本
県
選
出
の
福
田

康
夫
総
理
が
誕
生
し
ま
し
た
。
我

が
群
馬
県
か
ら
４
人
目
、
親
子
で

は
初
め
て
の
総
理
だ
そ
う
で
す
。

国
会
も
衆
・
参
ね
じ
れ
現
象
の
時

期
で
大
変
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
り
安
定
し
た
国
政
に
導

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

輝
か
し
い
新
春
を
、
ご
家
族
皆

さ
ま
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年

で
あ
り
県
議
選
に
始
ま
り
町
長

選
、
町
議
選
、
そ
し
て
夏
に
は
知

事
選
、
参
議
員
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
知
事
選
に
お
い
て

は
自
民
党
が
支
持
し
た
大
沢
新
知

事
が
誕
生
し
、
参
議
員
選
で
は
現

職
の
山
本
一
太
氏
が
当
選
し
ま
し

社
会
保
険
庁
の
問
題
は
、
国
民

の
国
に
対
す
る
信
頼
を
失
う
だ
け

で
な
く
、
今
後
に
不
安
を
与
え
る

大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

７
月
に
は
中
越
沖
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。秋

口
か
ら
は
、
原
油
価
格
が
高

騰
し
て
お
り
、
12
月
に
は
過
去
に

も
な
か
っ
た
価
格
で
国
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
今
後
の
国
の
対
応
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

我
が
吉
岡
町
で
は
、
吉
岡
バ
イ

パ
ス
沿
線
に
今
も
な
お
企
業
が
進

出
し
て
お
り
、
前
橋
と
の
境
は
わ

か
ら
な
く
な
る
よ
う
で
す
。
駒
寄

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も

恒
久
化
に
な
っ
て
一
年
経
ち
ま
し

た
。
一
日
の
利
用
台
数
は
約
４，

０
０
０
台
を
数
え
て
お
り
、
群
馬

県
に
も
ア
ク
セ
ス
道
路
の
陳
情
な

ど
を
行
い
、
ま
た
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
に
よ
っ
て
改
修
・
拡
幅

工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

人
口
に
つ
い
て
も
毎
年
４
０
０

人
近
く
増
加
し
、
今
年
に
は
１
万

９
千
人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

地
方
分
権
・
税
源
移
譲
が
進
む

中
、
吉
岡
に
お
い
て
も
行
政
区
制

度
か
ら
自
治
会
制
度
に
変
わ
る
た

め
、
昨
年
の
６
月
に
区
長
さ
ん
を

中
心
に
設
立
準
備
委
員
会
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
検
討
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
規
約
・
内
規
の
確
認
も
で

き
、
早
い
区
で
は
設
立
総
会
も
終

了
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
町

で
も
職
員
を
各
区
に
３
年
間
３
人

を
配
置
し
、
今
後
の
運
営
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
ま
す
。

合
併
せ
ず
自
立
を
選
択
し
て
２

年
経
つ
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
変
厳

し
く
困
難
も
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。「
吉
岡
町
」
が
今
と
同
様
発

展
し
、
住
み
た
い
町
、
住
ん
で
良

か
っ
た
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

吉
岡
町
議
会
と
し
て
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
年
が
、
町
民
各
位
ご
家
族
に

と
り
ま
し
て
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま

す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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◆自治会の名称などの　　　が決定しました。
町は、平成20年４月からの自治会制度移行に向け、区長会ならびに議会と一体となって準備を進め、各行政区には、

昨年の６月に自治会設立準備委員会などが設立されました。この準備委員会などには地域担当職員も加わり、魅力あ
る地域づくりのため数多くの会議がもたれ、自治会規約や事業計画、予算についての協議・検討が、時には夜遅くま
で熱心に行われました。そのような中で、昨年の11月に13の設立準備委員会などにおいて、各自治会の名称および役
員の構成が決定されました。今後は、各行政区で自治会設立総会が３月末までに開催され、いよいよ、４月からは吉
岡町で新しく希望に満ちた自治会がスタートします。

自治会の名称および役員案　　　

第１区�

第２区�

第３区�

第４区�

第５区�

第６区�

第７区�

第８区�

第９区�

第10区�

第11区�

第12区�

第13区�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

４名�

７名�

４名�

８名�

４名�

４名�

なし�

７名�

７名�

副会長�

兼務�

理事�
７名�

３名�

４名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各組1名�

各班1名�

各組1名�

各組1名�

小倉自治会�

上野田自治会�

上野原自治会�

下野田自治会�

北下自治会�

南下自治会�

陣場自治会�

大久保寺下自治会�

大久保寺上自治会�

溝祭自治会�

駒寄自治会�

漆原西自治会�

漆原東自治会�

１名�

２名�

４名（地区代表兼務）�

２名�

２名（地区代表兼務）�

２名�

２名�

１名（地区代表兼務）�

１名�

５名�

２名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名（地区代表兼務）�

１名（地区代表兼務）�

１名�

１名（地区代表兼務）�

１名（地区代表兼務）�

１名�

１名（理事兼務）�

１名（地区代表兼務）�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名�

１名（地区代表兼務）�

１名�

１名�

２名（地区代表兼務）�

１名（地区代表兼務）�

１名�

１名（理事兼務）�

１名（地区代表兼務）�

１名�

現行政�

区名�

隣組長�

（班長）�
自治会名� 会長�

地区�

代表�
副会長� 書　記� 会　計�

案�案�
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募

集

学
童
ク
ラ
ブ

平
成
20
年
度
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

明
治
学
童
ク
ラ
ブ
・
駒
寄
学
童
ク

ラ
ブ
・
駒
寄
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
20
年
度
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象

小
学
校
１
〜
３
学
年
の
児

童
で
、
両
親
や
祖
父
母
が
外
勤
に
よ

り
、
放
課
後
家
に
い
な
い
家
庭
の
児

童
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
の
人
数
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
学
年
の
低
い
児
童
や
保
育
に

欠
け
て
い
る
度
合
の
高
い
児
童
を
優

先
に
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

１
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
書
お
よ
び
就
労
証
明
書

（
窓
口
に
て
配
付
）
を
健
康
福
祉
課

福
祉
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
19
年
度
よ
り
継
続
し
て
申
込
を
希

望
す
る
人
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
提
出

可
）

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

増
進
な
ら
び
に
地
域
の
振
興
お
よ
び

交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
よ

し
お
か
温
泉「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

の
町
民
特
別
無
料
招
待
券
を
進
呈
し

ま
す
。

町
民
特
別
無
料
招
待
券
は
、
こ
の

広
報
紙
に
挟
み
込
ん
で
配
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

温

泉

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

町
民
特
別
無
料
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

役
場
財
務
課
財
政
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
１)

有
効
期
限
　
平
成
20
年
３
月
31
日

農

業

期
限
内
に
申
請
を

農
振
除
外
申
請
の
受
付
開
始

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
は
農
業
振
興
地
域
に
お
け

る
優
良
農
地
を
確
保
し
、
農
業
の
健

全
な
発
展
の
た
め
、
他
用
途
へ
の
転

用
な
ど
を
制
限
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
法
律
で
す
。
町
の
農
地
の
大
部

分
は
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
土
地
利
用
計
画
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
に
は
、
緊

急
で
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
り
農

用
地
区
域
か
ら
の
計
画
変
更(

除

外
・
編
入)

を
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
年
１
回
２

月
に
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
期
限
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
し
て
も
計
画
変
更
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
さ
な
け
れ
ば
除

外
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

過
去
に
除
外
を
さ
れ
、
現
在
農
地
転

用
を
さ
れ
て
い
な
い
土
地
（
い
わ
ゆ

る
農
振
白
地
農
地
）
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
、
新
た
に
申
請
し
て
も
許
可

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間

２
月
１
日(

金)

〜
29
日(

金)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

※
受
付
期
間
外
の
申
請
は
、
受
理
で

き
ま
せ
ん

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
受
付
・
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
７)
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援

助

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助
の
受
付

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
の
た
め

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学

生
の
保
護
者
に
、
学
用
品
費
や
学
校

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。(

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
教

育
扶
助
の
受
給
者
は
除
き
ま
す)

平
成
20
年
度
に
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
は
、
就
学
援
助
費
交
付
申
請

書
を
通
っ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
に
て
受
領
し
、
お
子

さ
ん
が
就
学
ま
た
は
就
学
予
定
の
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る

人
も
再
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
締
切

１
月
31
日(

木)

▼
相
談
・
問
合
せ
先

各
小
中
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５
９
４)

平
成
19
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
が
、
区
長
・
区
長
代
理
・
隣
組

長
の
ご
協
力
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
群
馬
県
共
同

募
金
会
へ
送
金
さ
れ
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
団
体
・
施
設
な
ど
、
民

間
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
町
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す

募

金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金

募

集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員（
学
校
給
食
調
理
員
）を
募
集

吉
岡
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

学
校
給
食
調
理
業
務

▼
雇
用
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
15
分（
実
勤
務
時
間
７
時
間
）

▼
賃
金

町
の
規
定
に
よ
る

▼
応
募
要
件

年
齢
55
歳
ま
で
の
健

康
な
人

▼
選
考
方
法

応
募
多
数
の
場
合
は

面
接
試
験

▼
募
集
人
数

１
人

▼
申
込
期
限

平
成
20
年
２
月
29
日(

金)

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

牲
54
・
３
２
２
５
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税

金

住
宅
を
購
入
し
た
人
へ

還
付
申
告
説
明
会
を
開
催

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会

で
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ご
自
分

で
申
告
書
を
作
成
し
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

１
月
28
日(

月)
▼
時
間(
２
回
開
催)

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

役
場
２
階
　
大
会
議
室

▼
内
容

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

(

医
療
費
控
除
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん)

▼
対
象

年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給

与
所
得
の
み
の
人
で
、
借
入
金
に
よ

り
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
新
築
住
宅

を
購
入
し
、
19
年
中
に
入
居
し
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
を

す
る
人平

成
19
年
分
所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
、

１
月
28
日(

月)

頃

送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

【
申
告
・
納
税
・
相
談
な
ど
】

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
９
９

▼
そ
の
他

控
除
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

【
申
告
・
納
税
・
相
談
な
ど
】

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
９
９

【
代
表
】

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

平
成
19
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
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年

金

資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い
人
な
ど

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
籍
や
職
業
に
か

か
わ
ら
ず
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
。
ま
た
、
次
の
人
は
申
し
出

に
よ
り
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入

で
き
ま
す
。

①
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
（
保
険
料
納
付
済
期
間
、
保
険

料
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間

お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
を
合

計
し
て
25
年
以
上
）
を
満
た
さ
な
い

人
や
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
人

②
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い

人
（
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま

す
。）

③
海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
人

国
内
に
「
協
力
者
」
を
定
め
て
、

加
入
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
を
代

行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

国
内
に
親
族
（
親
・
子
・
兄
弟
な

ど
）
が
住
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
人
に
「
協
力
者
」
に
な
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
先
は
、
海
外
居
住

者
の
、
最
後
の
住
所
地
の
市
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
す
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

牲
22
・
１
６
１
１

役
場
健
康
福
祉
課
保
険
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
５
７)

今月の納税
国民健康保険税・・・10期
介護保険料・・・・・10期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　１月31日(木)



地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

駒寄小では、毎年５・６年生が「緑の少年団」
を結成し、私たちが生きていく上で大切な緑や環
境について理解するための活動を行っています。
この日は、普段通っている通学路を中心に、学

校周辺の清掃とごみ拾いをしました。
１時間ほどの作業でしたが、地域の清掃をした

り、分別しながらごみを集めたりすることで、子
ども達は環境美化への関心を深めることができま
した。

駒寄小 緑の少年団

地域清掃を実施

９ 2008.１

19年度の町と社会福祉協議会による介護予防事業
「シルバー大学院」が、10月29日から開講しました。
２回目となる11月９日には、96人が参加してオリ
エンテーリング「歩け歩け宝探し」が行われました。
参加者は10人くらいのグループに分かれ、１時間

ほど老人センター周辺を散策。小春日和の中、ウォ
ーキングとゲームを楽しみました。途中「三宮神社
にはじめて来たよ」（明治地区在住）、「もっと時間が
ほしいね」などといった感想が聞かれ、思い思いに
オリエンテーリングを楽しむことができたようです。

平成19年度 介護予防事業

吉岡町シルバー大学院



「ユニカール」は、専用カーペットの上でストーンを滑ら
せるように投げ、円形の的により近づけることを争うゲーム
です。ルールが簡単なので、誰でもすぐに楽しめます。この
日は、小学校高学年と保護者、子育連役員を合わせ、40人が
参加。親子でゲームを楽しみました。なかには昨年参加して
楽しかったので、今年も参加したという人もいました。

子育連と体育指導委員会が共催

よしおかスポレク・フェスティバル
「ユニカール」

町老人クラブ連合会では、吉岡町、交通安全会、防犯
委員会と共催で、交通・防犯講話を実施しました。
昨今の道路状況の変化により、高齢者の交通事故は増

加傾向にあります。また、オレオレ詐欺など振込詐欺に
ついても、高齢者は狙われやすくなっています。
講話では、渋川警察署・群馬県警察犯罪抑止対策実施

本部の担当者による説明やビデオ上映、参加者による振
込詐欺の体験が行われ、とてもわかりやすく有意義な内
容となりました。

交通事故や振込詐欺に遭わないために

高齢者交通・防犯講話

平成19年全国地域安全運動、暴力団・銃器追放群
馬県大会において、吉岡町防犯委員会が群馬県防犯
協会長・警察本部長より団体表彰を受けました。
防犯委員会では、委員による毎週の防犯パトロー

ルや、「県民防犯の日」（毎月16日）の啓発事業の実施、
防犯講習会の開催といった地域の安全安心に関する
事業を行っています。このような日々の活動が認め
られ、群馬県防犯功労団体として表彰されました。

吉岡町防犯委員会

防犯功労団体表彰を受賞

102008.１
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一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

食
べ
て
は
い
け
な
い
！

晩
鐘

私
は
こ
こ
に
い
る
、
と
呟
く
。

圧
力
鍋
の
料
理
レ
シ
ピ

人
生
の
後
半
を
ひ
と
り
で
生
き
る
言
葉

ふ
た
り
で
お
る
す
ば
ん

は
つ
ゆ
き

14
ひ
き
の
も
ち
つ
き

武
士
の
一
分
　
　
　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

父
親
た
ち
の
星
条
旗
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ぞ
く
ぞ
く
村
の
オ
バ
ケ
た
ち
１
〜
６
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

服
部
良
一
　
　
　
　
（
Ｃ
Ｄ
）

fify

（
Ｃ
Ｄ
）

凛
太
郎
２
　
　

真
夜
中
の
学
校
レ
ス
ト
ラ
ン
　
　

内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�内　容�

親子の�
ふれあい体操�

保健センター�  0歳～1歳6ヵ月未満児と保護者� 親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�

　２月12日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

乳 児 健 診� 保健センター� 母子手帳　記入済みの健診アンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ（10～11カ月児）�  平成19年3月、10月生まれ�　２月13日(水）�

　受付　午後１：00～１：30

わくわくあそび� 保健センター� 就学前に必要な集団あそびやリズム遊びをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�　1歳6ヵ月～未就学児と保護者�　２月19日(火）�

　時間　午前10：00～11：00

子育てサークル�
保健センター�
（ふれあいコーナー）�

お母さんの仲間作り　ベビービクスも一緒に行います�
身長・体重測定は自由にできます�
　持ち物：母子手帳�

　平成19年6月、7月生まれ�
　２月21日(木）�
　受付　午前10：00～10：15

Ｂ　Ｃ　Ｇ� 保健センター�
母子手帳　記入済みの予診票（すこやか手帳内）�
　※体温測定は接種会場で行います�
　　接種終了後に離乳食講習会と試食があります�

　生後6ヵ月未満　１回�
　※生後3ヵ月からが望ましい�

　２月 ８日(金）�
　受付　午後１：00～１：30

３ 歳 児 健 診� 保健センター�
母子手帳　記入済みの健診アンケート3枚（すこやか手帳内）
歯ブラシ　朝一番の尿�
　※家で目と耳の検査をしてきてください�

　平成16年11月、12月生まれ�
　２月 １日(金）�
　受付　午後１：00～１：30

母 乳 相 談�
保健センター�
（授乳室・計測室）�

相談内容は、助産師による母乳に関する相
談、乳房マッサージ、家族計画となります�
身長・体重測定もできます�
　持ち物：母子手帳、タオル3枚�

　乳幼児と親、または家族�
　２月21日(木）�
　受付　午前10：00～10：45

献 　 　 血 � 役場玄関南�

全血200ml・400mlのご協力をお願いします�
（ご協力いただいた方には、もれなく粗品を　
さしあげます）�
持ち物：献血カード（手帳）�
　　　　はじめての方は身分証明のできるもの�
　　　（免許証・保険証など）�

　希望者（18歳～69歳の方）�
　２月14日(木）�
　時間　午前10：00～12：00�
　時間　午後  1：00～  3：30

場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

■
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
健
康
づ
く
り
室
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
７
７
４
４
�

54

●休館日
１／１(火)～４(金)・７(月)・15(火)・16日(水）
21(月)・28(月)・31(木)・２／４(月)

図書館
文化センター

わらべの会の読み聞かせ
毎週土曜日　午後２時～

パネルシアター
１月９日・23日(水)
午前10時～

午前10時30分～

お知らせ

ブックリサイクル
図書館で除籍した本を無料で差し上

げます。
期日　１／25(金)・26(土)・27(日)
時間　午前9時～午後6時
場所　図書館入口前
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サ
ッ
カ
ー
部
　
第
３
位

荒
井
悠
、
今
井
秀
斗
、
内
田
大
志
、

柏
祥
太
、
狩
野
優
太
、
亀
山
涼
季
、

境
原
利
樹
、
佐
々
木
亮
、
富
岡
啓

示
、
中
島
瑠
哉
、
南
雲
祥
吾
、
野

本
流
星
、
馬
場
祐
貴
、
松
岡
篤
志
、

武
藤
大
貴
、
茂
木
優
亮
、
山
田
諒
、

横
山
将
吾
、
吉
江
裕
太
、
池
田
大
夢

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部(

男
子)

第
３
位

松
浦
竜
哉
、
吉
沢
柾
輝
、
堀
祐
史
、

五
十
嵐
俊
平
、
森
田
徒
匡
、
加
藤

和
臣
、
冨
岡
優
太
、
松
岡
諭
志
、

壁
田
和
麿
、
栗
原
将
人
、
串
田
慧
、

東
城
匡
哉
、
宮
下
駿
、
脇
本
慎
也
、

栗
田
隆
宏
、
長
谷
川
由
成
、
松
岡

徹
、
大
塚
洋
司

水
泳
部
　
女
子
総
合
第
３
位

山
本
珠
里
、
吉
澤
詩
乃
、
岡
庭
有

里
、
青
木
結
依

11
月
10
日
、
渋
川
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
で
群
馬
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
中
駅

伝
部
は
男
子
が
優
勝(

３
連
覇)

、

女
子
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
男
子
は
関
東
・
全
国

大
会
、
女
子
は
関
東
大
会
の
出
場

資
格
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

関
東
大
会
は
12
月
２
日
、
千
葉

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
、
男
子
は
第
３

位
、
女
子
は
22
位
と
い
う
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
は
12

月
15
日
に
全
国
大
会
（
山
口
県
山

口
市
）
に
出
場
し
、
見
事
第
４
位

に
輝
き
ま
し
た
。

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍�

駅
伝
部
　
男
子

長
谷
川
雅
、
中
島
瑠
哉
、
佐
々
木

優
（
関
東
大
会
第
３
区
　
区
間

賞
）
、
田
中
恵
悟
、
横
山
将
吾

（
関
東
大
会
第
５
区
　
区
間
第
２

位
）、
町
田
光
、
稲
誠
志
、
五
十

嵐
大
士
、
清
水
裕
斗

駅
伝
部
　
女
子

関
綾
乃
、
國
分
裕
恵
、
坂
本
真
凜
、

原
沢
希
、
坂
本
小
春
、
野
村
美
幸
、

松
村
茉
裕
、
岸
香
穂

平
成
　
年
度
群
馬
県
中
学
校�

新
人
大
会
の
結
果�

19



第
17
回
町
民
駅
伝
大
会

（
第
７
回
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
パ
ー

ク
駅
伝
）

11
月
25
日
に
、
緑
地
運
動
公
園

で
町
民
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
60
歳
以
上
の
人
ま
で
、
総
勢

３
２
０
人
が
参
加
。
小
春
日
和
の

な
か
、
コ
ー
ス
の
沿
道
に
は
多
数

の
応
援
者
が
つ
め
か
け
、
声
援
を

お
く
り
、
大
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

11
月
４
・
11
日
、
群
馬
県
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

(

県
内
18
会
場)

に
、
県
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
広
く
県
民
の
間

に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
し
、
そ

の
発
展
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

精
神
の
高
揚
を
は
か
り
、
あ
わ
せ

て
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
の
向

上
お
よ
び
生
活
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

今
大
会
に
お
い
て
、

テ
ニ
ス
女
子
・
柔
道
・

剣
道
競
技
が
郡
の
部
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は

男
子
が
準
優
勝
、
総
合

成
績
第
３
位
、
テ
ニ
ス

も
総
合
で
第
３
位
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
男
子
・

女
子
と
も
に
第
３
位
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
競
技
に

お
い
て
も
各
チ
ー
ム
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
な
お
、

北
群
馬
郡
の
総
合
成
績

は
第
７
位
と
な
り
ま
し

た
。

▲

テ
ニ
ス
女
子
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

お
知
ら
せ�

厚
生
労
働
省
群
馬
労
働

局
の
あ
っ
せ
ん
制
度

〜
職
場
の
民
事
紛
争
の
解
決
に

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）
〜

解
雇
、
労
働
条
件
引
下
げ
、
い

じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
民
事
紛
争

問
題
で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業

主
の
み
な
さ
ん
、「
群
馬
紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
制
度
は
互
譲
の
精
神

を
前
提
に
、
労
使
の
話
合
い
に
よ

る
和
解
を
目
指
し
、
群
馬
労
働
局

が
仲
介
者
（
弁
護
士
な
ど
の
有
識

者
）
と
場
所
（
会
議
室
な
ど
）
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。
労
働
者
の

み
な
ら
ず
、
事
業
主
も
申
請
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
の
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
労
働
局
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
群
馬
労
働

局
企
画
室
内
）

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
２

前
橋
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
前
橋
労
働
基
準
監
督
署
内
）

０
２
７
・
２
３
２
・
３
６
０
１

テ
ニ
ス
女
子（
吉
岡
町
単
独
）・�

柔
道
・
剣
道
で�

　
　
　
　

北
群
馬
郡
が
優
勝�

第
　
回
群
馬
県
民
体
育
大
会�

秋
季
大
会�

�

45
第
　
回
群
馬
県
民
体
育
大
会�

秋
季
大
会�

�

45

13 2008.１

▲

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
披

露
さ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
太
鼓
」12
区
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
ト
隊（
右
）と「
獅
子
舞
」南

下
下
八
幡
宮
獅
子
舞
保
存
会（
左
）

▲

第
４
部

中
学
生
以
上
・
一
般
の
部
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群
馬
県
の
最
低
賃
金

▼
群
馬
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最

低
賃
金
）
は
、
平
成
19
年
10
月
19

日
か
ら
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
19
年
12
月
20
日
か
ら
改
正
発

効
し
て
い
ま
す
。

▼
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
臨
時
ま
た
は
１
ヵ
月
を
超

え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
精
神
的
・
身
体
的
な
理
由
な
ど

か
ら
最
低
賃
金
を
一
律
に
適
用
す

る
と
雇
用
機
会
を
狭
く
す
る
可
能

性
が
あ
る
労
働
者
の
場
合
な
ど

は
、
使
用
者
が
労
働
局
長
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
最
低

賃
金
の
適
用
除
外
が
個
別
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
５

企
業
立
地
計
画
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

群
馬
県
は
、
企
業
立
地
促
進
法

に
基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く
基

本
計
画
と
は

企
業
立
地
促
進
法
は
、
平
成
19

年
に
制
定
さ
れ
た
新
し
い
法
律
で
、

地
域
の
強
み
と
特
性
を
活
か
し
た

産
業
集
積
の
形
成
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、

県
と
市
町
村
が
共
同
で
策
定
す
る
、

い
わ
ゆ
る
企
業
立
地
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
が
「
基
本
計
画
」
で
す
。

群
馬
県
と
県
内
の
30
市
町
村
が

共
同
で
次
の
基
本
計
画
を
策
定

し
、
平
成
19
年
10
月
17
日
に
国
の

同
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
基
本
計

画
が
実
行
段
階
に
移
り
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
関
連
産
業
の
基
本
計

画
（
吉
岡
町
は
対
象
外
）

・
健
康
科
学
産
業
の
基
本
計
画

・
基
盤
技
術
産
業
の
基
本
計
画

企
業
立
地
計
画
と
は

基
本
計
画
の
区
域
内
に
立
地

（
工
場
な
ど
の
新
増
設
）
を
し
よ

う
と
す
る
企
業
の
計
画
で
す
。
３

計
画
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業

種
の
事
業
者
の
方
が
、
工
場
な
ど

の
新
増
設
の
着
手
前
に
計
画
を
策

定
し
、知
事
に
申
請
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
計
画
の
承
認
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト

企
業
立
地
計
画
が
知
事
の
承
認

を
受
け
る
と
、
次
の
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
工
場
・
機
械
な
ど
の
特
別
償
却

〈
償
却
率：

建
物
８
％
、
機
械

15
％
〉（
国
の
規
定
に
よ
り
、
対

象
業
種
が
限
ら
れ
ま
す
。）

②
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

〈
保
険
限
度
額
の
引
き
上
げ
〉

③
地
方
税
の
優
遇
措
置

（
立
地
す
る
市
町
村
に
よ
っ
て
措

置
の
有
無
や
内
容
が
異
な
り
ま

す
。）

対
象
と
な
る
地
域
と
業
種

基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
地
域

と
業
種
は
、
こ
ち
ら
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
://jilc.o

r.jp
/krsc/in

d
e

x.h
tm
l

】

―
各
地
域
の
基
本
計
画→

群
馬
県

の
基
本
計
画→

基
本
計
画
本
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

・
計
画
本
文
２
　
集
積
区
域
と
し

て
設
定
す
る
区
域

・
計
画
本
文
５
　
集
積
業
種
と
し

て
指
定
す
る
業
種

件　　　　名�

群馬県最低賃金�
（地域別最低賃金）�

�
製鋼・鉄素形材製造業�

一般機械器具製造業�

電気機械器具製造業�

輸送用機械器具製造業�

773円�

763円�

761円�

763円�

664円�
平成19年�
10月19日�

平成19年�
12月20日�

時間額� 改正発効日�

産
業
別
最
低
賃
金�

▼
問
合
せ
先

・
企
業
立
地
促
進
法
に
つ
い
て

企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
://jilc.o

r.jp
/krsc/in

d
e

x.h
tm
l

】

・
企
業
立
地
計
画
の
申
請
な
ど
に

つ
い
て

群
馬
県
産
業
創
造
促
進
室(

群
馬

県
庁
12
階)

０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
２
６

０
２
７
・
２
２
３
・
５
４
７
０

san
gyo
@
p
ref.gu

n
m
a.jp

吉
岡
町
役
場
産
業
建
設
課

産
業
振
興
室

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
６)

ぐ
ん
ま
シ
ル
ク
展

▼
会
期

１
月
24
日(

木)

〜
28
日

(

月)▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

▼
会
場

県
立
日
本
絹
の
里(

高

崎
市
金
古
町)

▼
内
容

「
群
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
蚕

品
種
」
を
用
い
た
シ
ル
ク
新
製
品

を
は
じ
め
、
桐
生
や
伊
勢
崎
の
伝

統
技
法
に
よ
る
絹
織
物
の
展
示
と

販
売

催
し
も
の�
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い
て
応
募
し
た
人
全
員
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
と
集
計
結
果

を
お
送
り
す
る
ほ
か
、
抽
選
で
温

泉
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限

１
月
31
日
（
木
）

消
印
有
効

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
は
が

き▼
応
募
先

県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
・
問

合
せ
先

県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
城
東

町
）０

２
７
・
２
３
７
・
１
１
０
３

０
２
７
・
２
３
７
・
１
１
０
３

県
庁
環
境
政
策
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
１
７

０
２
７
・
２
４
３
・
７
７
０
２

※
郵
送
で
の
送
付
も
可
能
で
す

▼
会
場

県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

▼
内
容

県
内
の
知
的
障
害
関
係

施
設
で
作
っ
た
パ
ン
、
農
作
物
、

木
工
品
、
手
芸
品
、
陶
器
な
ど
の

即
売
や
、
各
施
設
の
紹
介
パ
ネ

ル
・
製
作
品
の
展
示
な
ど

▼
問
合
せ
先

県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

０
２
７
・
２
５
５
・
６
５
９
２
　

０
２
７
・
２
５
５
・
６
５
９
３

県
庁
障
害
政
策
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
６
３
２
　

０
２
７
・
２
２
４
・
４
７
７
６

家
族
で
実
行
し
よ
う

「
ゆ
う
ま
ち
ゃ
ん
の
県
民

エ
コ
Ｄ
ｏ
！
」

家
庭
で
で
き
る
身
近
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
地
球
温
暖
化
問
題

を
学
ぶ
２
週
間
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
従
っ
て
、
電
気
、
水
、
ご
み
の

削
減
を
目
指
し
て
各
家
庭
で
決
め

た
作
戦
を
実
施
し
、
削
減
で
き
た

量
を
二
酸
化
炭
素
量
に
換
算
す
る

と
、
取
り
組
み
の
温
暖
化
防
止
効

果
が
分
か
り
ま
す
。

取
り
組
み
結
果
を
は
が
き
に
書

参
加
募
集�

2008.１

・
絹
製
品
の
販
売
…
県
内
の
業
者

に
よ
る
絹
製
品
を
お
手
頃
価
格
で

販
売
し
ま
す

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
…
着
物
着
付

け
、
染
め
、
手
織
り
、
ま
ゆ
ク
ラ

フ
ト
、
機
織
り
、
組
み
ひ
も
な
ど

▼
観
覧
料

一
般
　
２
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
　
１
０
０
円
、

中
学
生
以
下
　
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は
無

料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
先

県
立
日
本
絹
の
里

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０
　

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
１

ぐ
ん
ま
知
的
障
害
者
施
設

ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
期
間

１
月
21
日
（
月
）
〜
23

日
（
水
）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
21
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
23
日

は
午
後
４
時
ま
で

　地元の人に提供していただいたお芋を使って、
「さつまいもの茶巾」を作りました。甘さ控えめ
のおいしい茶巾ができました。�

11月15日� ■児童館

15日（火）�

21日（月）�

26日（土）�

28日（月）�

１日（金）�

５日（火）�

１月�

２月�

午前  10:30～�

午後   ４:00～�

10:30～14:30�

午後   ４:00～�

午後   ４:00～�

午前  10:30～�

みんなあつまれ！�

みんなでつくろう！�

リサイクルの日�

 �

豆まき�

０、１才児あつまれ！�

「福は内！鬼は外！」�
「くまのおいしゃさん」�

映画会�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

★英語あそび　午前 10時30分～�
　１月18日（金）・25日（金）�

１月のえくぼクラブの行事はお休みです。�



内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

１�

２�

３�

６�

13�

14�

20�

27�

３�

１�

２�

月�日�
塚越クリニック�

渋川（旧御蔭）60-7700

阿部医院�
八木原　25-1211

コオノ医院�
渋川（旧坂下町）22-0171

神山内科医院�
渋川（旧坂下町）22-2181

石北医院�
渋川（旧大崎）22-1378

北関東循環器病院�
北橘町下箱田  027-232-7111

平形内科外科歯科医院�
石　原　22-2233

北毛病院�
有　馬　24-1234

川島内科クリニック�
渋川（旧長塚町）23-2001

竹内小児科�
吉岡町大久保  30-5151

井口医院�
金　井　25-1100

原沢医院�
伊香保町　72-2503

榛東さいとう医院�
榛東村新井　54-1055

入内島内科医院�
半　田　60-7322

渋川中央病院�
石　原　25-1711

佐藤医院�
北橘町真壁　52-3003

阿部内科医院�
吹屋（旧子持村）25-0758

菊地医院�
榛東村山子田  54-3346

関口医院�
吉岡町下野田  55-5122

斎藤内科外科クリニック�
金　井　22-1678

慶生医院�
渋川（旧辰巳町）22-0210

有馬クリニック�
有　馬　24-8818

高野外科胃腸科医院�
渋川（旧新町）24-2454

大滝クリニック�
吉岡町大久保  30-5800

加藤整形外科医院�
行幸田　20-1007

桜井医院�
渋川（旧東町）22-2360

とまるクリニック�
金　井　26-7711

川島医院�
渋川（旧長塚町）22-2421

森　医　院�
石　原　23-8733

森　医　院�
石　原　23-8733

駒寄歯科クリニック�
吉岡町大久保  30-5500

山川歯科医院�
渋川（旧新町）22-0260

しまむら歯科医院�
八木原　20-1182

さいとう歯科医院�
北牧（旧子持村）53-5454

K歯科医院�
金　井　22-2331

吉岡歯科クリニック�
行幸田　24-8289

高橋歯科クリニック�
行幸田　24-8211

真下歯科クリニック�
榛東村新井  54-1366

山崎歯科医院�
渋川（旧元町）25-1184

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年１月～２月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

親
子
ス
キ
ー
教
室

親
子
で
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
を

受
け
、
楽
し
く
滑
り
ま
す
。

▼
期
日

平
成
20
年
２
月
17
日(

日)

▼
行
き
先

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

▼
参
加
対
象
者

県
内
在
住
の
母

子
家
庭
の
母
と
子

▼
参
加
定
員

親
子
合
わ
せ
て
80
人

▼
参
加
費

母
　
　
　
３
’０
０
０
円

子
ど
も
　
２
’０
０
０
円

３
歳
未
満
の
幼
児
　
５
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の

バ
ス
代
・
昼
食
代
・
保
険
料
・
ス

キ
ー
教
室
参
加
料

▼
乗
車
地

館
林
市
役
所
・
太
田

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
駅
南

口
・
伊
勢
崎
市
役
所
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
ら
ら
ん
藤

岡
・
渋
川
市
役
所
・
沼
田
運
動
公

園
の
う
ち
、
希
望
場
所
か
ら
乗
車

▼
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
25
日(

金)

必
着

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
・
電
話
番
号
お
よ
び
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望
の
乗

車
地
を
記
入
の
う
え
左
記
の
申
込

み
・
問
合
せ
先
ま
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

大
矢
さ
よ
こ
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
ふ
ぉ
ー
ら
む

理
事
・
社
会
保
険
労
務
士
ほ
か
）

②
養
育
費
に
関
す
る
法
律
問
題
を

中
心
と
し
た
助
言
　
講
師
　
湯
沢

晃
先
生
（
弁
護
士
）

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
　
※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
（
無
料
）

▼
定
員

１
０
０
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
な
ど
で
「
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

託
児
希
望
の
有
無
」
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
託
児
希
望
有
り
の

場
合
は
、
子
ど
も
の
人
数
と
年
齢

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
期
限

２
月
12
日(

火)

必

着▼
申
込
・
問
合
せ
先

群
馬
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
　
〒
３
７
１
‐
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
１
３-

１
２

（(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協

議
会
内
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
５
２

162008.１

▼
申
込
・
問
合
せ
先

(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会（
〒
３
７
１-

０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３
‐
１
２
　
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
５
２

養
育
費
セ
ミ
ナ
ー

〜
応
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
〜

「
養
育
費
の
仕
組
み
」
や
「
受

け
取
り
に
関
す
る
法
律
的
問
題
」

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

▼
日
時

２
月
24
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
受
付
１
時
開
始
）

▼
会
場

群
馬
県
庁
　
29
階

２
９
１
会
議
室

▼
講
演
内
容

①
養
育
費
と
別
れ

た
父
親
と
の
関
わ
り
方
　
講
師
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平成19年�
12月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,815人�

9,288人�

9,527人�

6,201戸�

（＋19）�

（＋ ６）�

（＋13）�

（＋ ９）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

219件�

０人�

288人�

1,027件�

４人�

1,368人�

平成19年１月１日～11月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221

な
お
、
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー
の
ほ
か
、各
保
健
福
祉
事
務
所
、

県
庁
薬
務
課
も「
薬
物
相
談
窓
口
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

０
２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２

◆
人
権
相
談

▼
期
日

２
月
５
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
５
２)

◆
行
政
相
談

▼
期
日

１
月
15
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
２)

◆
心
配
ご
と
相
談
会

▼
期
日

１
月
15
日
、
２
月
５
日

(

火)▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

１
月
15
日
、
２
月
５
日

(

火)▼
時
間

30
分
ご
と
の
予
約
制
。

受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
３
時

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
グ
ル
ー
プ

22
･
４
１
６
６

相

談

会

■１月のごみ収集

西部地区 第１区～７区� 東部地区 第８区～13区�

月曜日�
１月７日・14日　・21日・28日�
２月４日・11日�

火曜日�
１月８日・15日・22日・29日�
２月５日・12日�

木曜日�
１月10日・17日・24日・31日�
２月 ７日・14日�

金曜日�
１月４日・11日・18日・25日�
２月１日・ ８日�

燃える�
ごみ�

※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

祝�

祝�

粗大ごみ�
家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

水曜日�

水曜日�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

１月16日　２月６日�

１月９日・23日　２月13日�

水曜日�１月16日�
�

１月30日�

午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

児童館（10区）�
陣場集落センター（７区）�
明治小学校東駐車場（５区）�
群馬用水小倉調整池広場（２区）�

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜
１
８
’

０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2008.１

薬
物
依
存
症
相
談

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー
で
は
、
専
門
医
師
に
よ
る
薬
物

（
ア
ル
コ
ー
ル
含
む
）
等
依
存
の

相
談
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
専

用
回
線
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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川尻　優眞 くん�平成18年９月27日生まれ�
倫夫さん 景子さんの長男（第８区）�

ゆう ま�

※このコーナーでは、２歳以下のお子さんを紹介し�
　ます。写真とメッセージを添え総務政策課庶務行�
　政室までお寄せください。�

・メッセージ�
心の優しい子になって欲しいと�

願い名付けました。�
元気に育ってね。�

活動日 毎週水曜日
時　間 午後２時～３時30分
場　所 コミュニティーセンター 大ホール
会員数 10人
代表者 飯塚　秀子さん　　54-5494

太極拳愛好会は、町の文化講座を終了後、平成
10年９月より文化協会に加入して、愛好会とし
て発足しました。太極拳は、ゆったりとした動き
の中で脚・腰がきたえられ、運動不足解消にはと
ても良いスポーツかと思われます。興味のある人
は、ぜひ練習風景をのぞいてみてください。

私たちは、肉体も精神も健康で毎日過ごしたい
と思っています。その精神の健康を俳句で保って
います。俳句は誰でも知っていて簡単に作れます
が、一生かけても到達できない深さを秘めていま
す。まさに、精神の体操にうってつけです。

活動日
毎月第３日曜日
時　間
午後２時～５時
場　所
文化センター
会員数
18人
代表者
深谷　信郎さん　
54-2261

太極拳愛好会 新樹会


